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報告書発刊にあたって 
 

 
照葉樹林復元プロジェクトの報告書が一般の人にも分かり易い形で提出されるに至るまで

には、確実な歩みがありました。 
計画が持ち上がったのは 2004 年の 10 月でした。九州森林管理局から話し合いをしたいとい

う申し出が、現在のてるはの森の会にあり、早速話し合いに入りました。九州森林管理局の説

明によると、群馬県の谷川岳の西南の赤谷国有林に、全国初の大プロジェクトが誕生したが、

第 2 番目の計画として綾の照葉樹林を検討したいというものでした。私たちは綾を核として照

葉樹林回廊構想を提起していた時でしたので、よいしょとばかり相談にのり、九州森林管理局、

宮崎県、綾町、(財)日本自然保護協会、てるはの森の会の５者による検討会が生まれました。

利害が一致していましたので、トントンと話が進み 2005 年 5 月に調印式を行い、計画づくり

に入りました。 
世界的に森林を機能別に分類し、保護・保全と経済的利用、そして人間との共生の場を保証

する森林原則が承認されていましたので、その機能別森林区分の設定と施行のあり方の検討に

入りました。これも順調に進み、約 1万haの対象地に 11区画の森林機能を設定いたしました。

設計図は 2007 年に完成しました。08 年から実現のための実施に移りました。掃部岳の曽見川

筋の人工林の復元は森林管理局の森林施業計画で行われだし、てるはの森の会はボランティア

での間伐作業、(財)日本自然保護協会は林床調査と間伐方式・シカ対策研究。綾町は「郷土の

森」として吊橋からみえる森林の教育的利用、川中神社から綾北川に及ぶ大森岳稜線部分の「森

林生態系保護地域」指定調査等々、一斉に動き始めました。 
その甲斐あって、「綾森林生態系保護地域」の設定が決定され、森林セラピー基地が「てる

は郷土の森」と重なり、森林管理局の施業は年間 100ha の復元事業、てるはの森の会はボラン

ティア間伐とガイド養成、(財)日本自然保護協会は、「ふれあい調査」による地域住民の地域・

森への伝統的関わり認識等々、目にみえる形での成果が出てきました。 
しかし、最初から気がかりであった綾町民の盛り上がりの問題がありました。プロジェクト

の大きな目的として、地域振興があります。この地域作りのために、町民参加のワーキンググ

ループを作り、意識の高揚につとめ始めました。目の前の森林まで国有林で、綾町には県北に

見られるような里山利用の伝統はなく、国有林野事業と町民の生産と生活は遊離してきていま

した。町は河野耕三先生を専門監として採用し、里山運動を起こしました。ワーキング委員も

次第に意識が高くなりました。ふれあい調査では、対象の地区の人に伝統の有難さを痛感して

もらっています。ようやく町民の意識が高くなってきました。この官民学のプロジェクトは、

全国的にも知られるようになり、綾と協働歩調をとりたいという要求まで出てきて、綾を核と

した「照葉樹林サミット」を開こうという誘いが、他の自治体、団体からでてきている所です。 
 

2009 年 6 月              
綾の照葉樹林プロジェクト推進協議会（てるはの森の会）代表  
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事業名 照葉樹林復元のための林床の植生動態調査 

  
実施主体 

 

九州森林管理局 

 
 連携先 

てるはの森の会 

ＮＡＣＳ－Ｊ 

 

 

事業概要 

（目的） 

 

 

   
綾の照葉樹林プロジェクトエリア内には人工林や天然更新による二次林があり、

これらの区域について、照葉樹復元への効果的な手法を得るため、人工林の照葉

樹林化植生動態調査及び照葉樹二次林の原生照葉樹林化植生動態調査を実施。 

 

 

 
１． 人工林の照葉樹林化植生動態調査 

人工林の照葉樹林への復元計画の検証と今後の復元活動を継続する際の検討資料を得るこ

とを目的として、間伐等実施地と未間伐地のプロットを設定し植生動態を調査し、間伐実施

地では木本類の発生が増加した、未間伐地では樹種構成や下層植生に大きな変化は見られな

い等の結果を得た。 
また 、人工林に接する保護樹帯から一定距離間隔の調査区を設け後継樹の生育状況を調

査し、間伐等実施地、未間伐地ともに、保護樹帯の近接箇所では照葉樹の種類・個体数が多

く、離れるほど少なくなる傾向が見られた、重力散布形式の樹種が保護樹帯に近いほど多か

った等の結果を得た。 
 

２．照葉樹二次林の原生照葉樹林化植生動態調査 
過去に伐採された地区で照葉樹が再生した二次林を対象に、原生照葉樹林に復元するため

の検討資料を得ることを目的として、植生調査を行った。その結果、いずれのプロットも株

立ち木が目立ち、高密度の林分を呈し順調な成長が見込まれ、シカの食害がない場合は自然

の遷移にまかせることで照葉樹林の復元が図れると推察された。 

 

 

   

人工林伐開列の稚樹生育状況。        二次林の林内状況 
（ｼﾛﾀﾞﾓ、ﾕｽﾞﾘﾊ外） 

※ 重力散布形式の樹種：カシ、シイ等で実が重力により落ちて種子が散布される樹種。 
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※ フィールドサイン調査：個体の直接観察や痕跡観察により、生息状況を把握する調査 

※ プロットセンサス調査：調査区域内にランダムに観察区画を設定し、一定時間内に観察された種類を記録

する調査 

事業名 綾川上流域緑の回廊モニタリング調査 実施主体 九州森林管理局 

 

 

 

事業概要 

（目的） 

「綾川上流緑の回廊（エリア３・５）」における照葉樹林への復元事業を野生動植物の

生息・生育環境の保全整備と調和して行うためには、森林の状態とそこに生息・生育す

る野生動植物の実態を把握することが重要である。そのため、それらの関係を明らかに

することを目的として、以下のモニタリング調査を実施。 

１ 森林配置図の作成 

  ２ 森林植生調査（４箇所） 

  ３ 哺乳類・鳥類生息調査（４箇所） 

  ４ 希少猛禽類モニタリング （プロジェクトエリア内） 

空中写真を判読し、成熟した天然林等森林のタイプを区分した森林配置図を作成した。これを

基に、①成熟した天然林（イチイガシ・ウラジロガシ林）、②成熟した人工林（87 年生ヒノキ人

工林）、③成熟した天然林（ヤブニッケイ、ホソバタブなどの照葉樹林）、④若齢の人工林（22 年

生ヒノキ人工林）の４箇所にプロットを設置し、森林植生調査並びに哺乳類及び鳥類の生息調査

を実施した。哺乳類は自動撮影調査及びフィールドサイン調査を、鳥類はプロットセンサス調査

を実施した。その結果、ホンドテン、ニホンアナグマなど９種の哺乳類とコシジロヤマドリやリ

ュウキュウサンショウクイなど３１種の鳥類を確認した。 
希少猛禽類のモニタリング調査では、プロジェクトエリア内に１個体のイヌワシと少なくとも

１３個体、４ペアのクマタカの生息を確認した。 

  
         調査風景        コシジロヤマドリ（自動撮影調査） 

    

クマタカ（成鳥）           クマタカ（幼鳥） 
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事業名 希少動植物等分布調査 

実施主体 九州森林管理局 

連携先 
 てるはの森の会 
 ＮＡＣＳ－Ｊ 

 

 

 

事業概要 

（目的） 

   
綾の照葉樹林プロジェクトエリア内での野生動植物の詳細な生息・生育に関す

る情報の蓄積を進め、適切な照葉樹林の保全を推進するため、希少野生動植物に

関する知見・情報を収集する。 
 文献調査、聞き取り調査及び現地調査等により、綾の照葉樹林プロジェクトエ

リア内の植物及び昆虫、大径木の生息・生育状況について整理・把握。 
   

 希少動植物の生息・生育状況について文献調査及び聞き取り調査を行い、その結果、綾の照葉樹

林プロジェクトエリア内の、多種の希少な昆虫、植物の生息・生育情報が得られたが、詳細な調査

はあまり行われておらず、分布情報を把握するためには、今後、詳細な現地調査を行う必要がある

ことが分かった。 
 大径木の分布状況については、空中写真を用いて、大径木の密度が高い区域を抽出することがで

きた。そのうち、川中神社周辺、大森岳周辺、式部岳周辺の３箇所の現地調査を行い、９１本の大

径木（胸高直径１ｍ以上）の位置情報を得ることができた。また、大径木の多くには、着生植物が

見られ、６種の絶滅危惧種も確認された。 
 

       
最大樹高（39ｍ）イチイガシ         最大径（172cｍ）タブノキ 
  （川中神社周辺）               （川中神社周辺） 
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事業名 

 

  
照葉樹林への保護・復元に関する情報収集 

・活用設計調査 

実施主体 九州森林管理局 

 連携先 NACS-J 

 

 

事業概要 

（目的） 

 

 

 

 

綾の照葉樹林プロジェクト内の人工林をより確実により早く目標とする照葉樹林

に復元することを目的として、照葉樹林の保護・復元に関する情報の収集・活用のた

めの設計調査を行う。 

 

  
「照葉樹林への保護復元に関する情報収集活用設計検討委員会」を開催し、当該委員会において、

復元方法を検討する際に必要となる間伐個所の自然環境、間伐方法や集材方法等に関する情報を整理

し、情報の有無や調査の実施状況について明らかにした。 
また、収集した情報をデータベース化し関係者が活用できる情報共有システムに関する企画案を作

成した。 
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事業名 

 
綾の照葉樹林帯における文化・歴史に関する

調査 

 実施主体  九州森林管理局 

 連携先  ＮＡＣＳ－Ｊ 

 

 

事業概要 

（目的） 

 

近年の生活様式の変化に伴い、地域と照葉樹林との関わりが稀薄となり、プ

ロジェクトの目的・意義等が地域に浸透しにくい状況にあるプロジェクトのさ

らなる推進を図るため、プロジェクト区域等における照葉樹林と人との文化的

な関わりや照葉樹林の利用の歴史等について調査し、とりまとめて普及啓発用

に活用。 
綾の照葉樹林プロジェクトエリア及びその周辺を調査対象地域とし、以下の項目について文

献聞き取りにより調査し、とりまとめて普及啓発用に活用する。 
 

① 自然環境（地形・地質土壌、気象、植生、動物） 
② 社会環境の変化（集落、人口、交通、産業・生活、歴史的変化） 
③ 照葉樹林の生い立ち（地誌的変遷、植生構造の変化） 
④ 国有林の変遷（島津氏による山林経営、国有林の沿革）や、国有林での生産活動（製品事

業、森林鉄道、森林施業及び林産物） 
⑤ 照葉樹林と人との伝統的文化的関わりと歴史（照葉樹林文化、照葉樹林と人の生活） 
⑥ 遺跡・旧跡等の概要（遺跡・史跡、民族・風習・芸能） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   綾の山中を走っていた機関車          綾北川沿いに祀られている山の神 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     室町期の建立とされる           長女の誕生を祝い江戸時代に 

川中神社の阿弥陀如来堂          始まったとされる雛山 
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事業名 

 
  

綾川上流域におけるニホンジカの生息数・ 
被害状況把握手法検討調査 

実施主体 九州森林管理局 

連携先 
てるはの森の会、 

ＮＡＣＳ－Ｊ 

 

事業概要 

（目的） 

 

  
綾の照葉樹林プロジェクトエリア内に生息するニホンジカの生息数とそれによる

植生被害の状況を調査するとともに、これら調査の結果に基づき生息環境と被害

林分との関係調査を実施。 

 

１ 生息数調査 
   糞粒調査、ライトセンサス調査の２方法によりニホンジカの生息数を調査。その結果,平均

生息密度は、糞粒調査の場合16.9頭／km2、ライトセンサス調査の場合15.2頭／ｋｍ2の推定

値が得られ、比較的高い生息密度であることが分かった。  
 
 ２ 植生被害調査 
  １０ヶ所プロットを設置し、その被害率は平均で18.3％(5,605本の木本類(52種)中1,033本)

であった。また、いずれのプロットでも採食害が剥皮害を上回っていた。 
 
 ３ 生息環境と被害林分との関係調査 

傾斜、斜面方位等との立地条件及び林相、林齢等の森林状態と、ニホンジカの生息密度、植

生被害との関係をそれぞれ分析。その結果、いずれも両者に有意な関係は見られず、ニホン

ジカは立地条件や森林状態に関係なく生息し、採食害や剥皮害を与えていると考えられる。 
 

    

糞粒調査          角研ぎによる剥皮害   ライトセンサス調査（夜間のニホンジカ）

       
 

※糞  粒   調  査：固定プロットで排泄された糞を数えて生息密度を推計する方法。 

※ライトセンサス調査：林道上等からスポットライトを照射し、頭数を数えて生息密度を推計する方法。短時間

で生息の有無が確認できる。 
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事業名 

 

ボランティア用見本林の整備 
 

 実施主体  九州森林管理局 

 連携先  てるはの森の会 

 

 

事業概要 

（目的） 

 

  
ボランティア用見本林(2045に4外)において復元伐等を実施した。 

 

  
平成２０年１１月１５日、綾の照葉樹林プロジェクトエリア内において、林内に生育している

照葉樹の生長と稚樹の発生を促すための復元作業をボランティアにより実施した。 
 当日は、午前の部は東京から参加したＮＰＯ「木の家だいすきの会」と広く一般公募したボラ

ンティアの方々３１名、午後の部は関西から参加した日本KFC・ピザハット事業部企画の体験ツ

アー親子と地元上畑地区の親子２９名が参加した。 

 参加者のほとんどが木を伐るのが初めてで、復元作業の目的や安全作業の説明後、インストラ

クターの指導の下、作業を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            開会風景                         作業指導 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            作業風景（午前）                  作業風景（午後） 
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事業名 人工林から照葉樹林への復元事業 

実施主体 九州森林管理局 

連携先 
てるはの森の会 

ＮＡＣＳ－Ｊ 

 

 

 

 

事業概要 

（目的） 

 

 

 

綾の照葉樹林プロジェクトエリアの国有林において、人工林を照葉樹林に

復元するための間伐作業等を実施した。 
   

作業の内容    実 行 面 積  
除   伐       １３．２４ha 
間   伐       ３５．９７ha 

 本数調整伐       １５．０４ha  

       計       ６４．２５ha  

  

 綾の照葉樹林プロジェクトエリア毎の復元作業内容 

 

１．エリア２（原生的な照葉樹林が分布するエリアで、エリア内の人工林を抜き伐りし 
照葉樹へ復元する作業を実施） 

・除   伐  １．００ha(2094へ)、 

    ・間   伐 ３５．９７ha(2091る外2) 
 

２． エリア３（保護林と保護林との間にあるエリアで、人工林を抜き伐りしかつての 
照葉樹林へ復元する作業を実施） 

・除   伐  １．９４ha(2095ち2) 
 

  ３．エリア５（保護林と保護林との間にあるエリアで、人工林を抜き伐りしかつての 
照葉樹林へ復元する作業を実施） 

・本数調整伐 １５．０４ha(2142い5、ほ、る) 

 

３． エリア９（アクセスが良く、環境教育、セラピー的利用を目指すエリアで、人工 
林を抜き伐り照葉樹林へ復元する作業を実施） 

・除   伐 １０．３０ha(2052と)  

実施状況(２１４２い5)             実施状況(２１４２ほ)          
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事業名 
調査事業に関する報告会 

(綾の照葉樹林プロジェクトの取組について説明) 

実施主体 九州森林管理局 

連携先 連携会議各機関 

 

 

事業概要 

（目的） 

 

 
綾の照葉樹林プロジェクトへの理解と住民の参加の促進を図るために事業説明会

等を実施。 
 

 

（１） 事業説明会を開催 

   １２月２日綾町高年者研修センターにおいて、第２回目の事業説明会を開催した。 

   九州森林管理局から「森林生態系保護地域ってなんだろう」と題して平成２０年３月に設定

した「綾森林生態系保護地域」を説明するとともに、日本自然保護協会から地域の方々と取り

組んでいる復元のための調査活動等について説明し参加を呼びかけた。 
説明会には地域住民等約７０名が参加した。 

 

（２） 綾町公民館大会で取組紹介 

   ２月１５日綾町文化ホールで開催された「綾町 公民館・社会福祉・青少年健全育成町民大

会」において、綾プロジェクトの取組を紹介した。 
   公民館大会には小中学生を含む町民約３００名が参加し、表彰、公民館代表の地域づくりの

発表が行われた後、「照葉樹林プロジェクトの取組」と題してパネルディスカッション形式で

説明 
を行った。 

 
 
 
 
 
 

 
  
   

 
   

 
事業説明会(高年者研修センター)                

                        取組紹介(綾町文化ホール) 
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事業名 

 

 
「綾森林生態系保護地域の説明板」製作 

リーフレット作成   

 

 実施主体 

 

 

九州森林管理局 

 

 

事業概要 

（目的） 

 

 

綾森林生態系保護地域の説明板を製作するとともに、綾の照葉樹林プロジェク

トに関するリーフレット等を作成 

 

 

１．綾森林生態系保護地域の説明板を製作し、照葉大吊橋前広場及び大森岳林道入口２カ

所に設置。 

 

説明板の内容 

 
設置状況（照葉大吊橋前広場） 

 ２．綾の照葉樹林プロジェクト及び綾森林生態系保護地域に関するリーフレット並びにプロ

ジェクトエリアの全体図を作成。 
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事業名 
「森林の市」への出展参加 

 実施主体 九州森林管理局 

 連携先  連携会議各機関 

 

 

事業概要 

（目的） 

 

 

 

  
日比谷公園で開催される「森林の市」に出展参加し綾の照葉樹林プロジェク

トのＰＲや、サポートへの参加の呼びかけ等を実施。 

 

 

 

  平成２０年５月１０、１１日に東京都日比谷公園で開催された「森林の市」に出展・参加

し、「綾の照葉樹林プロジェクト」の普及と当プロジェクトへのサポーター参加の呼びかけ

を行った。 

   当日はプロジェクトを紹介したDVDの放映、パネルの展示、パンフレットの配布を行っ

たほか、木工品作成コーナーでは、木と触れ合いながら照葉樹林への復元活動や間伐材利用

の取組について理解を深めてもらうための「モックン」（間伐材を利用した木製キーホルダ

ー）作りを行い、大人から子供まで幅広い参加があり好評を得た。 

 

 

  
                                                      

会場風景               親子でのモックン作成   
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    事業名  ホームページの充実 実施主体 九州森林管理局 

 

 

事業概要 

（目的） 

 

 

 

 綾プロジェクトで実施している取組事項等について、局ホームページに掲

載し、広く情報を発信。 

 

 

 

 

  綾の照葉樹林プロジェクトに関するイベント等の取組内容を九州森林管理局ホームペ－

ジ「綾の照葉樹林プロジェクト」に掲載した。 
 
  綾の照葉樹林プロジェクト 

  http://www.rinya.maff.go.jp/kyusyu/aya/index.html 
     
 

 【掲載内容等】 

  平成２０年度掲載内容    
１ 「森林の市」 
２ 「現地検討会」 

３ 「第８回連携会議開催」 

４ 「照葉樹林研究フォーラム」 

５ 「井出長官綾の照葉樹林視察」 

６  「第9回連携会議開催」 

７ 「ボランティアによる照葉樹林復元作業」 

８ 「事業説明会を開催」 

９ 「綾町公民館大会で取組紹介」 

  

  

  
現地検討会の状況     照葉樹林研究フォーラムの状況 

 

 

 

http://www.rinya.maff.go.jp/kyusyu/aya/index.html�
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   事 業 名 

 

 

  県有林造成事業（継続） 

 

 

 実施主体 

 

宮崎県 

 

 連 携 先 

 

 

  事 業 概 要 

  （目   的） 

 

 針・広混交林化を進めるエリアにおいて、森林環境教育や保健休養的

利用を促進するため、修景整備、獣害防除、間伐事業を実施した。 

１ 修景整備事業 

  １）実施面積         １．２８ｈａ 

  ２）事業実施期間     ７月 

   

                   ２５世紀の森（カヤとスギの複層林）の維持管理 

２ 獣害防除事業 

  １）実施面積         ３．４４ｈａ 

  ２）事業実施期間     １１月～３月 

   

            シカ害対策地 全景            カヤ植生状況確認 

３ 間伐事業 

  １）実施面積        ５．５７ｈａ 

  ２）事業実施期間    １月～６月 

   

           間伐対象林 プロット調査                間伐作業 完成 
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   事 業 名 

 

 

 

人工林から照葉樹林への復元事業(継続） 

 

 

 実施主体 

 

宮崎県 

 

 連 携 先 

 

 

 

  事 業 概 要 

  （目   的） 

 

 スギ人工林の混交林化への誘導技術に関する研究を継続実施 
（試験期間：平成１９年度～平成２３年度・５ヶ年間） 

 

 スギ人工林の混交林への誘導技術に関する研究概要 

                                                    宮崎県林業技術センタ－ 

○これまでの経緯 

  諸県県有林24林班内の51年生スギ林内に本数率で0，30、50％の間伐試験地を設けた。林分の

概況は平均樹高は17.3～18.4mと上長成長は劣り、地位はⅢ（平成19年度ｽｷﾞ林分収穫予想表）で

あった。形状比は82～88と高く、また、樹冠長比は32.6～34.7と中庸で、極端な樹冠の枯上がり

はみられなかった。広葉樹の侵入の程度は比較的多く、また、試験地に隣接する場所に広葉樹が

見られた。 

 

○調査の内容 

  伐採に伴う土砂移動を調査するため、土砂受箱を設置した。当初は伐採の影響（攪乱）で、土

砂の移動は大きい傾向がみられたが、次第に減少した。また、林内の広葉樹の萌芽については、

伐採時保全に務めた結果、順調な成長が認められた。鳥散布、休眠種子の発芽については、期間

が短いことから、多くは確認はできなかった。伐採に伴う光環境の変化については、開空度が大

きくなり、相対照度は高くなった（光環境の改善）。 

 

○今後の調査予定 

  ①新規（侵入）広葉樹調査、②土砂移動量調査、③光環境調査及び ④既存広葉樹調査及び美郷

町西郷区に設置した試験区との比較も行う。 

  なお、綾試験区は周囲に広葉樹が残置され、また、試験区内にも萌芽の発生がみられることか

ら、侵入・定着化が見込まれると考えている。 

     

                     周囲の広葉樹            開 空 度 
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  事 業 名 

 

 

 

人工林から照葉樹林への復元事業（継続） 

 

 

実施主体 

 

宮崎県 

 

連 携 先 

 

 

 

  事 業 概 要 

  （目   的） 

 

 人工林から照葉樹林に復元を図るエリアにおいて、針葉樹林から広葉

樹林へ復元するための間伐を実施した。 
 

 

１ 針葉樹林から広葉樹林へ復元するための間伐 

  １）実施面積         １６．４０ｈａ 

  ２）事業実施期間     １２月～３月 

 

   

  間伐対象林 プロット調査            間伐作業完成（伐採木確認）   

 

        スギ人工林を間伐することにより公益的機能の増進が図られるとともに 

   下層植生として広葉樹の導入が促進される 
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   事 業 名 

 

 

 

 森林環境教育（継続） 

 

 

実施主体 

 
 宮 崎 県 

 

連 携 先 

 

てるはの森の会 

 

  事 業 概 要 

  （目   的） 

 

 原生的な照葉樹林が分布するエリアにおいて、民間を対象とした森

林環境教育として「きのこ作り体験学習会」を実施した。 
 

 

１ 森林環境教育として「きのこ作り体験学習会」を実施 

  １）参加者数         ７４名（計画６０名） 

  ２）事業実施期間     ２月１日 

  ３）しいたけ駒打ち説明会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               吉田先生による椎茸の育て方や駒打ち作業の説明会 

  ４）しいたけ駒打ち作業 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             参加者による、ほだ木への穴あけ作業やしいたけ駒打ち作業 
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事業名 照葉樹林文化シンポジウム運営補助 
実施主体 綾町 

連携先  

 

事業概要 

（目的） 

 
綾町の財産である照葉樹林の森の豊かさ、その森からのめぐみを「いのちの森 

をひろげよう」をテーマに開催、多くの人に綾の森を知ってもらい、大切な何 
かを発見してもらう。照葉樹林シンポジウム実行委員会に補助(300 千円) 

 
  平成２０年 6 月１日(日)、綾町公民館文化ホールを会場に講演会、座談会、照葉樹林を写し 
 た写真展、ガイドによる綾の森のウォーキング実施。  シンポジウム参加者 約 450 名 
  

 開演 9:30 はじまりの歌 hou 
             森の子ども達による朗読 (セヴァン・スズキの環境サミットスピーチより) 
   基調講演  「豊かな森を次世代へ」  森山まり子(日本熊森協会会長) 

座談会 「未来への種まき」コーディネーター 郷田美紀子 
  パネラー 森山まり子、図師哲雄、綾町長 前田穰、宮崎森林管理署長 笹岡哲也 

   スライド講演  「照葉樹林へのいざない」  河野耕三  
          てるはの森の会代表挨拶  上野 登 
 
  綾の森へ行こう!   14:00   綾の森ウォーキング(照葉大吊橋～川中キャンプ場) 

ガイドボランティア同行       138 名参加 
 

  
会場の様子                  座談会 
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事業名 照葉樹林環境教育講座 
実施主体 綾町 

連携先 てるはの森の会 

 

 

事業概要 

（目的） 

 

 
 
子ども達が貴重な財産である照葉樹林について理解を深め、同時に自然意識の高

揚を図る。綾小、中学校で実施する。 

 
 
 綾小学校   4 年生 ６７名  担任 3 名  計７０名 

平成 20 年 12 月 4 日(木)   会場  綾神社と周辺公園遊歩道 
内容         講師 古田 栄子 
 ネイチャーゲーム 
① ジャンケン落ち葉集め ②音いくつ ③ディスカバーウォーク ④ サイレントウォ－ク 
⑤森と水の話 

  
綾中学校   １年生 ７２名    
平成 21 年２月 1９日（木）   会場 綾中体育館 
内容 
「森の役割について」 河野 耕三 

 「温暖化と気象の話」 気象予報士 岩倉 尚哉  

  
        綾小学校                  綾中学校   
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事業名 自然散策道路の整備 
実施主体 綾町 

連携先  

 

 

 

事業概要 

（目的） 

 
吊り橋付近に川に下りる遊歩道がないことから、親水遊歩道を整備した。 
 
事業名  安全・快適自然公園整備事業 （県単事業）  
工期 平成 20 年 10 月 30 日～平成 21 年 2 月 26 日 
延長 137m    工事費 ４,８５３,０００ 円 
設置場所  かじか吊橋付近左岸側 

                       

  
          入 口 

  
 終  点 
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事業名 森林セラピー基地整備事業 
実施主体 綾町 

連携先  

 

 

事業概要 

（目的） 

 
日本有数の照葉樹林地帯である綾町は、平成１９年３月２２日に「森林セラピ

ー基地」としての認定を受けた。そこで照葉樹林を含めた森林地帯をますます有

効な地域資源として活用するため、森林・産業・観光・健康増進を組み合わせ、

地域振興に資することを目的とする。 
 

 
① 森林セラピー推進協議会運営 
森林セラピー推進協議会を開催し、森林セラピーに従事していただく森の案内人を募集・養成する。

また森林セラピーロードの整備、メニュー開発について協議する。（２回開催） 
また、県･町が連携し、森林セラピーの核となる「ガイド（人材）」の育成に着手。ガイドは町内在

住者から募集し、現在２４名が講座を受講中。講座期間は平成 20 年 9 月から平成 21 年 9 月まで。

さらに、協議会で作成したツアープランを実践するため、平成 20 年 10 月から毎月 1 回モニター

ツアーを実施。5 回実施し、合計 24 名の参加があった。 
② 森林セラピー関係機関会議 
 森林セラピー基地・ロード認定機関で運営している「森林セラピーネットワーク会議」への参加

し、実践者育成のための全国の取組や他の基地と情報交換を行った。 
③ 特産品の研究 
モニターツアー及び養成講座において、実際ツアーで提供する食事を試食してもらい、意見、要望

等を取った。 
④ 手すり等の設置 
安全対策の手すりの設置、またセラピー効果を高めるため健康増進附帯設備設置を行った。 
                   

  
森の案内の人養成講座             モニターツアー 
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事業名 生涯学習講座 
実施主体 綾町 

提携先  

 

事業概要 

（目的） 

 
「自然と調和した豊かで活力に充ちた教育文化都市綾町」創出のため、綾の森に

ついて専門家の講義を聴き、町民の保護運動参加への一助とする生涯学習を開設 
した。 

 
 講座実施状況    6 月から月 1 回実施  ２９名参加 
                                 (      )講師 
第１回  6 月１０日（火）室内 照葉樹林概説     (河野耕三) 
第２回  ７月 ８日（火）屋外 綾神社週辺と耶冶川麓～杢道北向き斜面 (河野耕三) 
第３回  ８月１２日（火）屋外 サイクリングターミナル付近から綾北川県道を歩く (河野耕三) 
第４回  ９月 ９日（火）室内 照葉樹林文化  （上野 登） 
第５回  10 月 14 日（火）屋外 綾北川・南川を歩く (河野耕三) 
第６回  11 月 11 日（火）屋外 大吊橋～かじか吊橋周遊コースを歩く(河野耕三) 
第７回  12 月 9 日（火） 屋外 綾の森の鳥たち  （猪崎 悦子） 
第８回  1 月 13 日（火） 屋外 綾の森と遊ぼう  （古田 栄子） 
第９回  2 月 10 日（火） 室内 綾の森の話    （清藤 正弘） 
第 10 回 3 月 10 日（火） 屋外 堤防・水田・あぜ道  (河野耕三)   

  
綾の森と遊ぼう          大吊橋～かじか吊橋周遊コースを歩く 
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事業名 町有林の保護復元に伴う基礎調査 
実施主体 綾町 

連携先 日本自然保護協会 

 

 

 

事業概要 

（目的） 

綾プロジェクトエリア内の町有林の復元を効果的、効率的に行うための調査 
を実施。 
委託先  日本自然保護協会 
実施期間 ７月１７日～３月２５日 
大口 (35ha)  小屋ヶ谷（４8ha） 百ヶ倉（28ha の林床植生調査、植生図 
作成、復元計画書作成 

 
 調査は大口町有林に 3 箇所、小屋ヶ谷町有林に 7 箇所、 百ヶ倉町有林に 1 箇所、また隣接する県

有林に植生調査用のコドラートを設置し、植被率を測定し、その中の胸高 1.3m 未満の個体に関して

種、被度、高さ、実生の種、高さを測定し林床植生を明らかにした。また胸高以上の個体に関しては、

胸高直径、高さを測定した。同時に土壌水分、リターの厚さ、開空度、傾斜、方位、標高、緯度、経

度情報を測定した。  
その結果、人工林の林床にみられた植生パターンは、ホソバカナワラビ・イヌガシ型、シロダモ 

・イズセンリョウ型、ウラジロ型、多種優占型の 4 つのグループに区分され、これらはこの順で自然

林からの距離が近くなることがわかった。また、地形的に見た場合、ウラジロ型は屋根にのみ出現し、

シロダモ・イズセンリョウ型は斜面に見られ、地形的な差異がみられた。また植被率に関しては自然

林からの距離や地形によらず、開空度すなわち照度の影響が大きいことが明らかになった。 
また、ブナ科植物の出現パターンでは尾根に全体の 70％の個体が出現することがわかった。すなわ

ち、種子バンクを形成しないブナ科植物の林床内の分布は屋根に偏っており、復元の際の優先順位の

指標となると考えられた。 

        
町有林位置図 
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事業名 
 

ふれあい調査の実施（上畑地区） 

 

実施主体 NACS-J 

連携先 綾町 

 

 

 

事業概要 

（目的） 

 綾町東部、居住地区としては照葉樹林帯に最も近い地区の１つ上畑地区におい

て、地域の人たちと自然とのふれあい（土地の自然に対する思い、生活での自然

とのかかわり、照葉樹林とのかかわり等）を調べることで、地域の自然とくらし、

文化、歴史など地域の価値を再発見する。その結果を「ふれあいマップ」に表示

し、人々の思いや自然とのかかわりを可視化する。これを照葉樹林プロジェクト

における地域づくりの資料として活用し、人々の思いを大切にしながら、住民参

加のもと、照葉樹林の保護・復元を進めるものである。 

 

2009 年 3 月に実施した五感でとらえるふれあいアンケート調査結果に基づき、懇談会スタイルで

のヒアリングと聞きとり調査、現地調査を実施した（4,6,9,1月）。これらの調査結果に基づき上畑

地区の人たちが大切に思うふれあいはどの場所に存在するか、どこで見られるかを地図に表した「ふ

れあいマップ」の作成に取り掛かった。マップの発行と活用は２１年度事業で実施する。 

 ふれあい調査結果の中間とりまとめとして、上畑地区における人と自然とのふれあいは、おもに

８つの項目に分類された。 

①綾南川との深いかかわりがあること、②家のまわりの田畑、里山が子どもの遊び場であり仕事

の場であったこと、③身近にさまざまな生き物がいる（いた）こと、④地域の自然の中からさまざ

まな食べ物を得ていること、⑤生活に必要な道具を作る技術や暮らしの知恵が引き継がれているこ

と、⑥季節ごとに行事があり、地区の人々の交流の機会がいくつもありつながりが保たれているこ

と、⑦地区のあちこちに祠や石像など土地を守る神様がいること、⑧照葉樹林は当たり前にあるも

のであって、特別に意識していなかったが、それの大切さを理解し守っていく必要は感じ始めてい

ること、であった。 

         

調査結果を表示した地図（中間成果）       公民館でのふれあい調査懇談会 

    
俵踊りの衣装                      田の神様 
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事業名 
 

調査研究ワーキングの準備 

 

実施主体 NACS-J 

連携先 九州森林管理局 

 

 

 

事業概要 

（目的） 

 綾の照葉樹林プロジェクトエリア内で実施される復元事業に関して専門家から

なる検討体制を構築し、復元方法、調査方法、評価方法を検討し、アドバイスを

行う。また、実際のモニタリング調査を実施し、データを収集するとともに解析

を行い、復元事業に反映する。テーマに応じてその分野の専門家の参加を得る。

コアメンバーとして大澤雅彦氏（日本自然保護協会専務理事）、河野耕三氏（綾町

照葉樹林文化推進専門監）、西脇亜也氏（宮崎大学教授、欠席）、伊藤哲氏（宮崎

大学准教授）、高木正博氏（宮崎大学准教授）の５名で実施した。 

 

 
2009 年 5 月 28 日（水）に綾町役場にて上記の４名と林裕美子氏（てるはの森の会）、相馬美佐子氏

（てるはの森の会）、事務局朱宮丈晴（NACS-J）、宮川将（NACS-J）が参加して調査研究ワーキン

グの準備会合を実施した。この準備会合の議題は、九州森林管理局で予定されていた平成２０年度

事業に関する検討と調査研究ワーキングの今後の進め方について検討を行った。この結果、照葉樹

林の復元作業を行うにあたって、優先的に作業を行うべき場所の選定や復元方法を検討するための

基盤情報が不足していること、各実施された事業の優先順位が明確でないこと、調査と事業がばら

ばらであるなどの多くの指摘が出た。その後、九州森林管理局から平成２０年度事業として、「照葉

樹林への保護・復元に関する情報収集・活用設計調査委託」事業が始まり、既往研究の収集と解析、

科学的なデータに関するデータベース設計が進められ、ここでの検討が引き継がれた。調査研究ワ

ーキングの体制や運営のための予算的な措置に関しては現在も検討中である。 
 
 

 

５月２８日に実施された準備会合のようす 
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事業名 
綾の照葉樹林プロジェクトエリアにおける

市民参加による自然林の復元調査 

実施主体 NACS-J  

連携先 てるはの森の会 

 

 

事業概要 

（目的） 

  
間伐作業の前後で市民参加の調査を実施し、間伐前の林床植生の様子を知って

もらうとともに間伐後の林床植生の変化を実感してもらうこと。また、継続的に

調査を実施していくことで間伐後の変化を知り、プロジェクトへの参加意識を高

めること。そのデータを蓄積し、解析することによって今後の復元に活用してい

くこと。 

町有林において１０月２７日（大口町有林）と１２月３日（百ヶ倉町有林）に市民ボランティア

参加の調査を実施した。１０月の調査では、林床植生図を作成する試行を行った。１２月の調査の

際には調査マニュアル（案）を配布し、補助的に使用しながら林床植生に関する植生調査を実施し

た。これらの結果は照葉樹林（町有林）の保護復元に伴う基礎調査の結果に盛り込んだ。 
 なお、通常国有林で年２回実施される市民参加の間伐作業に合わせて調査を実施していたが、前

後でイベントが集中し、ボランティアの募集がかけられず実施できなかった。 

 
大口町有林（１０月２７日） 

 
            百ヶ倉町有林（１２月３日） 
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事業名 環境学習事業（継続） 
実施主体 てるはの森の会 
連携先 綾町 

 

事業概要 

（目的） 

 ①照葉樹林文化シンポジウム 2008 の開催協力 

 ②照葉樹林ガイドボランティアスキルアップ研修の開催  

 ③照葉樹林ガイドボランティア実践活動  

 ④綾の沢調査の実施協力 

①照葉樹林文化シンポジウム 2008 の開催協力 

     てるはの森の会広報ブース出展。 

 

②照葉樹林ガイドボランティアスキルアップ研修の開催  

       第1回 5月18日    12人参加   第2回 11月22日    8人参加 

第3回 2月22日～23日 11人参加    計31名 

   第1回研修では遊歩道ガイドの復習を行った。 

第2回研修では鹿児島県鹿屋市[照葉樹林原生林シンポジウム]に参加した。本会代表上野

登が基調講演をした。午後からは、二股キャンプ場周辺の照葉樹林の散策に同行し、綾の

森との違いを勉強した。 

第3回研修では、川中国有林の巨樹の森観察、野鳥観察教室を実施した。 

 

③照葉樹林ガイドボランティア実践活動 

綾町照葉樹林の代表的景勝地大吊り橋周辺遊歩道2㎞をボランティアガイドの案内で散

策する。照葉樹林の多様性を伝え、綾プロジェクトの保護・復元活動の取り組みを広く広

報する。  参加者合計 17回 426名 

 

実施月 実施回数 参加者数 実施月 実施回数 参加者数 実施月 実施回数 参加者数 

4 月 2 回 41 人 8 月 1 回 1 人 12 月 なし   

5 月 2 回 76 人 9 月 なし   1 月 1 回 18 人 

6 月 4 回 187 人 10 月 1 回 2 人 2 月 2 回 33 人 

7 月 なし   11 月 3 回 59 人 3 月 1 回 9 人 

 

○照葉樹林ガイド付きツアーの実施 

実施日 参加者数 実施日 参加者数 

11 月 7 日 5 人 3 月 14 日 20 人 

11月 23日 24 人 3 月 20 日 21 人 

11月 28日 10 人     

12 月 7 日 19 人     

  県外団体客を中心に案内してきたが、照葉   

樹林のすばらしさを地元住民に広報するため、

初めて実施した。新聞等に広く取り上げられ、

多くの参加があり、季節を変えての開催を希望

されたので、3月にも2回実施した。計画では8

回の予定であったが、雨天により2回中止した。    

参加者合計   6回 99名     
  

④沢調査 

平成 20 年度の沢調査は、川中の 2 つの沢で月に 1 度の定期調査、多古羅川流域で 7 月、11 月、

2 月に一斉調査を実施した（7 月には法政大学の小寺先生と学生 1 人が参加）。また、10 月には中

部大学の寺井先生と学生 4 人も参加して、流域の土壌調査と勉強会を行なった。延べ参加人数は

58 名。10 月には、日本陸水学会で成果のポスター発表を行ない、1 月の照葉樹林研究フォーラム

では、コバントビケラの巣材が切り取られた葉を用いて作った栞を参加者に配布した。 
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事業名 

 

照葉大吊橋ビジターセンター運営事業  

（継続） 

 

実施主体 てるはの森の会・ 

連携先 綾町 

 

 

事業概要 

（目的） 

 

照葉大吊橋食堂跡地において、「てるは森の驛」（1F：無料休憩所、照葉樹林に関

するパネル等を展示するネイチャーセンター、3F:飲食物を提供する軽食堂）を運

営する。 

 
○3F:飲食物を提供する軽食堂「てるは森の驛」 

   ４月～１１月は金・土・日・月の週４日の営業、１２月より土・日・月の週３日の営業に変更。 

  照葉樹林文化館市民協働委員会２回とＪＩＣＡコロンビア研修を「てるは森の驛」で行った。

また、今年度初めて開催したガイド付き体験ツアーはコーヒー付きとし、「てるは森の驛」の利用促

進に役立った。 

  
               書籍等の販売             食堂のようす 

   
１Ｆネイチャーセンター 
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事業名 プロジェクト事務局運営事業（継続） 
実施主体 てるはの森の会 

連携先 連携会議 

 

事業概要 

（目的） 

プロジェクト関係機関との調整、問合せ対応、事業の企画運営などを行なう。 

年２回開催の連携会議、月１回開催の連絡調整会議の連絡調整、資料作成等

の準備を行う。 

回数 日時 主な議題 

1 6月20日 平成１９年度事業報告 

  平成２０年度事業計画案 

     ・地域づくりワーキンググループ委嘱式 

2 11月14日 平成２０年度事業計画進捗状況について 

  後期短期行動計画について 

      ・Ⅰ前期短期行動計画の検証 

      ・Ⅱ後期短期行動計画案 

 ○連携会議 
 
 
 
 
 
 
 
○連絡調整会議 

回数 日時 主な議題 

1 4 月 22 日 
綾プロジェクト運営ワーキング（仮称）について 

今年度の事業計画案・予算案について 

2 5 月 27 日 
綾プロジェクト運営ワーキング（仮称）について 

第８回連携会議について 

3 7 月 15 日 

後期短期行動計画づくり手順（案） 

    ・Ⅰ前期短期行動計画の検証 

    ・Ⅱ後期短期行動計画づくり 

綾プロ事業報告会の開催について 

4 8 月 28 日 
後期短期行動計画づくり手順 

間伐作業の日程 

5 9 月 24 日 

綾プロ事業報告会の開催について 

第５回復元作業について（11/15～16） 

第４期短期行動計画づくり 

6 10 月 27 日 

綾プロにおける照葉樹林復元作業の考え方について 

第５回復元作業について（11/15～16） 

第４期短期行動計画づくり 

7 12 月 2 日 
綾プロ事業報告会の開催について（12/2） 

Ⅱ期後期（H20.4～H25.3)短期行動計画案確定 

8 
H21.1 月 13

日 

綾町公民館大会(2/15)について 

Ⅱ期後期（H20.4～H25.3)短期行動計画案確定 

9 3 月 10 日 H21 年度スケジュール案について 
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事業名 
普及啓発事業（継続） 

 

実施主体 てるはの森の会 

連携先  

 

事業概要 

（目的） 

 

ホームページの作成やニュースレターの発行、イベントでの展示ブース出展等の

広報活動を行なう。 

 
 

てるはの森の会のホームページ     ○ニュースペーパー「照葉樹林だより」の発行 
 http://www.teruhanomori.com/          （年４回発行） 

てるはの森の会事務局ブログ      ・第 11 号 5 月 20 日発行 
・第 12 号 8 月 20 日発行 

http://blog.canpan.info/teruha/      ・第 13 号 12 月 20 日発行 
・第 14 号 4 月 20 日発行 

 

           

てるはの森の会ＨＰ             照葉樹林だより 14 号          
○照葉樹林文化シンポジウム 2008 の開催協力 

（６月１日・綾町公民館文化ホール） 

 

てるはの森の会広報ブース出展 

 

http://www.teruhanomori.com/�
http://blog.canpan.info/teruha/�
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事業名 
 

照葉樹林研究フォーラムの開催 

 

実施主体 てるはの森の会 

連携先 綾町 

 

 

 

事業概要 

（目的） 

学識経験者・市民を交えての「照葉樹林」に関する学習機会を設け、プロジェクトの

普及・啓発を促進する. 

  ・ 第 2 回照葉樹林研究フォーラム －100 年後の森をめざして－ 

    2008 年 6 月 21 日  綾町サイクリングターミナル 参加者 90 人 
  ・ 第 3 回照葉樹林研究フォーラム －森と水－ 

    2009 年 1 月 12 日  綾川荘           参加者 90 人 

   ○第 2 回照葉樹林研究フォーラム 

 －100 年後の森をめざして－ 

 
日時 2008 年 6月 21 日(土)10：00 ～16：00 

場所 綾町サイクリングターミナル 

    880-1302綾町大字北俣 3765 0985-77-1227 

●参加費（資料代） 500円 飲食物は各自持参 

◆プログラム 

・写真で見る綾北川支流曽見川のトロッコ軌道の歴史 

    石井正敏  高鍋自然愛好会 

・森林のもつ水質形成機能 

    高木正博  宮崎大学農学部田野フィールド 

・過去９０年間における綾南川・綾北川の流況の変化 

    蔵治光一郎  東京大学 愛知演習林 

・県内の再造林放棄地の実態について 

    福里和朗   宮崎県林業技術センター 

・綾照葉樹林における鳥による樹木の種子散布 

    小南陽亮 静岡大学教育学部 

・綾町の景観形成と照葉樹林 

    北川義男  南九州大学環境造園学部 

・総合討論 「100年後の森をめざして」 

 

◆交流会  6月 21 日(土)18：00～  

会費 3000円 

◆大森岳の択伐地 復元状況見学 （中止） 

  6月 22日(日)9：00～12：00   定員:20名 

○照葉樹林研究フォーラム  

～森と水～ 

 

日時 2009年 1月 12日(日) 10:00～13:00 

場所 綾川荘 綾町北俣 5539 (TEL 0985-77-0070) 

 

9：30……受付開始 

◆プログラム～ 

・「照葉樹林の多様性」 

服部 保（兵庫県立大学） 

・「台風が来たときの照葉樹林の被害について」 

              齋藤 哲（森林総合研究所） 

・「森と川と海をつなぐ市民活動と教育・研究活動」 

              寺井 久慈（中部大学） 

・「川の市民調査」 

              村上 哲生（名古屋女子大学） 

・総合討論 
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事業名 
地域づくりワーキングの設置と運営 

 

実施主体 てるはの森の会 

連携先 綾町 

 

事業概要 

（目的） 

地域づくりＷＧは、綾プロジェクトの推進体制や当プロジェクトを活用した地域振興

等に関する事項を検討することを目的とする。 

①8/11 ②8/28 ③10/2 ④1/6 ⑤12/4 ⑥1/7 ⑦2/5 ⑧2/25  

の全 9回実施 

照葉樹林保護復元賛同者増加と組織基盤強化のためのワーキングでは、まずは「てるはの森の会」

の活動について理解してもらうことから始めた。最初の 5回はプロジェクトの協定者 5者を毎回講

師として招き、勉強会を 40 分ほど行い、多くの質問を受け、話しやすい雰囲気づくりに時間を要

した。 

○講話 

 ・7月 3日「綾の照葉樹林プロジェクトについて」 てるはの森の会代表   上野 登 

 ・8月 7日「綾の照葉樹林保護活動の流れ」        〃  事務局長 石田達也 

 ・8月 28日「綾の照葉樹林プロジェクトにおける 

(財)日本自然保護協会の取組」 (財)日本自然保護協会   開発 法子 

                           朱宮 丈晴 

                           宮川 将 

  ・10月 2日「ＮＰＯ法人木の家だいすきの会」   ＮＰＯ法人木の家だいすきの会 

                                      鈴木 俊治 

  ・11月 6日「森林管理局の取組の概況について」  九州森林管理局     飯田 喜章 

現状を認識し、プロジェクトの問題点を抽出し、その解決策を話し合った。 

ワーキングの委員の声（もっと多くの町民の参加を）を受け、町からの申し出で、町主催行事（500

人参加）にプロジェクトの概況、ふれあい調査、てるはの森の会の活動についての発表の場が与え

られ、綾兆民に対する広報を行うことができ、会員増加にも繋がった。また、平成 22 年度も綾町

と協働でこのワーキングを続けることになった。現在委員は来年のワーキングで、増員するメンバ

ーを選定中で、今後もワーキング委員として活動を継続する意向である。 

   

         委嘱式                 会議の様子 
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事業名 

 

照葉樹林文化館活用に関する市民協働会議

の設置と運営（新規） 

 

実施主体 てるはの森の会 

連携先 綾町 

 

 

事業概要 

（目的） 

 

照葉樹林文化館の活用法と、改装計画の策定のための市民協働会議を設置し、 

２１年度以降の運営に反映させる。 

①� 12/17 ②1/7 ③1/22 ④2/12 ⑤2/26 の全 5回実施 
 

照葉樹林文化館活用に関する市民協働会議を観光課参加で協議を重ねるうちに、平成 21年度に改

装計画が綾町の予算で認められ、実現の運びとなった。3月中旬に町長に改装計画の提言をすること

になった。 

     

   ○第 1回（12/17） 文化館視察 現状と問題点抽出 

 ○第 2回（1/7）  問題点について考察（宮崎県立博物館の映像参考） 

 ○第 3回（1/22）  展示のコンセプトを考える 

 ○第 4回（2/12）  文化館視察 現在ある展示の利用法 

 ○第 5回（2/26）  活用・改装計画作成 

  

会議のようす 
 
     参考資料作成 
    文化館収納品一覧 
    文化館平面図・断面図 
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世界遺産登録へ期待 （宮日 08.4.13） 
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「綾の森」保護地域に （日経・西日本 08.4.13） 
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照葉樹林を守れ 綾でシンポジウム （宮日・西日本 08.6.3） 
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森の楽しさ知って 綾町が里山作り計画 （宮日 08.6.18） 
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綾の森 住民で守ろう 作業部会が発足 （宮日 08.6.22） 



綾の照葉樹林プロジェクト                        平成 20 年度報告書 

 - 41 - 

 
 

 
 
 

自然との融合評価 綾で照葉樹林フォーラム （宮日 08.6.27） 
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照葉樹林生かし地域活性化 （宮日 08.7.16） 
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「綾の森」世界遺産に 別府大 100 周年で講演 （宮日 08.8.11） 



綾の照葉樹林プロジェクト                        平成 20 年度報告書 

 - 44 - 

 
 

 

祖国の森再生 綾で研修 （宮日 08.10.11） 
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綾の照葉樹林満喫 ガイド付きツアー始まる （宮日 08.11.9） 
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企業・社会貢献の場に 間伐など体験ツアー好評 （宮日 08.11.25） 
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町民説明会に５０人が参加 （宮日・西日本 08.12.06） 
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綾の森「大きく育て」里山復元へ２２００本植樹（宮日 09.2.8） 
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森と人の遍歴知って 綾町などの写真集製作中 （宮日 09.2.20） 
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自然と共生６００人誓う 綾で公民館大会 （宮日 09.2.20） 
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 展示リニューアルへ 綾・照葉樹林文化館 （宮日 09.3.11） 
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